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ゾンデデー タに よる熱帯海洋上で の 対流 と CAPE につ い ての考察
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1　はじめ に　　　　　　　　　　　　　　　4　解析結果

　R！vr み らい 」 の 高層観測データを利用 し、熱帯海　　CAPE と RH の 相関図（図 1）を見 る と、全時刻の

洋上 の 積雲対流活動と大気成層構造 との 関係の 研究 　データ に よる相関 の 曲線 （太線）で は 900
，
550

，
270hPa

を行 っ て い る。TOGA −COARE 観測では Johnson他　付近の 3 つ の レベ ル に極小値が見られる。それ らの間で

（1996）及び Johnson（1999）によっ て熱帯海洋上 に 0 度　は相関が高くな っ てい る。興味深い の は、こ の相関の鉛

レベ ル の 準安定層があり、雲頂高度が境界層 、0度レベ　直分布に明らかな 日変化が見られ る こ とである。3−5時

ル 、圏界面の Tヒimoda1分布をすることが発見された 。　 に は 500−350hPa 高度で の相関が高くなっ ており、逆に

Zuidema（1998）は高層ゾ ン デデータを用 い 雲量の 高度　15−17時、21−23時は同高度で の 相関が低 く、相関が

分布を相対湿度 （RH ）で表現し、80 〔P600hPa で は de一 高い の は 900−700hPaである。　 CAPE の 日変化 （図 2）

trainment の 極小があり、それに伴 い 雲量が少ない こ と

を示 した。また、積雲は 3段階の 発達段階を経て成長し

て い くこ とも言われて い る（菊地・高薮、本大会）。今回

の 発表で は、雲 と成層構造との 関係を主に CAPE 及び

CIN を指標 と して 日変化に着目して 報告する。

2　 データ

　1000hPaか ら 100hPa の 各高度 におけ る気温 、露

点、相対湿度、帯状風 、子午面風として JAMSTEC の

観測船 「み らい 」
「か い よ う 」

「な つ しま 」 に よる 、

熱帯西太平洋域で の 1993年 か ら 2002年の ゾ ンデ観測

デ
ータ を用い た。その うち3、6時間ごとに観測がなさ

れて い るデータの み を使 っ た 。利用した ゾ ン デデータ

の 観測数は 929個、その うち解析に使われ て い るの は

CAPE が計算で きた 842 個である。

3　 解析手法

　各観測に おける 990hPa を基準 とした CAPE を計算

し、3時間ごとの 平均値 を求め た。また 、CAPE と各

高度にお け る相対湿度 （RH ）の 相関 を と り、時間ごとの

変化を調べ た。
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を見て み ると、朝方の 4時 、夜中の 22 時で はやや値が

．大きく、逆に日中の 10時、16時にやや低 くな っ て い

る。

5　考察

　CAPE −RH の 相関の 高度分布の 3 点の 極小値は対流

に よる水蒸気の 供給がな されに くい 高度で あると考 え

られ、それらの 下の 高度では対流が一時的に止め られて

い る段階があ る こ とが示唆され る。85〔F600hPa にある

正相関の山は、0 度 レベ ル の 安定層で 止め られるような

対流に よりもたらされてい るもの と考えられる 。 3−5時

に 500−350hPa に かけて CAPE と RH の相関が高か っ

たことは、この時間に高い 対流が立ちやすい とい うこ と

を示唆 して い る と考えるこ ともできる。また 、こ の 時間

帯は CAPE の 値自体が高か っ た時間帯であるの で 、高

い 対流が立ちやすい とい うこ とは整合的ではある。海洋

上で は深夜 か ら早朝にかけて 最大値の ある降水量の 日変

化が 観測 され て お り （e．g．　 Takayabu　2002＞、成層の 関

わ りにつ い て さらに調べ た い。
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　　 図 1： CAPE と RH の 相関の 高度分布

太線 ：すべ ての 時間で計算した CAPE −RH の 相関係数の 高

　 度分 布。以下 同様に 、x ：35 時、△ ：15一ユ7 時。

　　 図 2： CAPE の 3時間平均値の 日変化

破線は CAPE の 日変 化。点はそれ ぞれ CAPE ± 1標準偏

　　　　 差 。errorbars は 信頼度 95％。
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